
平成25年 7月19日

で
、
五
十
六
年
の
長
き
に
わ
た

事
を
敬
う

文星芸大附 now!

本
校
の
校
歌
は
、前
校
長
・上

野
秀
文
先
生
の
作
調
に
よ
る
も

の
で
す
。

秀
文
先
生
は
、
本
校
の
創
立

者
で
あ
る
父
・上
野
安
紹
先
生

が
四
十
五
歳
で
急
逝
さ
れ
た
た

ロす

め
、
昭
和
十
五
年
に
二
十
六
歳
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の
若
さ
で
本
校
の
校
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、平
成
七
年

(1)第

に
八
十
二
歳
で
逝
去
さ
れ
る
ま

文星芸術大学

附属中学校・高等学絞

干320-0865
宇都宮市陵町1-4

電話(028)

636-80凹(中学直通)

636-8585 (高校直通)

http://m凶nsei-art.鉛 lP

発行教務部・学報編集係

換
~ 

与
(
進
学
統
括
)

り
、
本
校
の
校
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

本
校
の
校
歌
に
は
、
秀
文
先

生
の
校
訓
に
対
す
る
熱
い
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

• 
本
校
の
校
訓
は
、
本
校
の
教

育
の
心
柱
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
を
支

え
て
く
れ
る
す
ば
ら
し
い
人
生

訓
で
も
あ
り
ま
す
。
本
校
の
校

訓
を
見
事
に
読
み
込
ん
だ
校
歌

は
、
私
た
ち
の
心
に
強
く
訴
え

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
校
の

校
歌
を
歌
う
と
き
、
私
は

い
つ

も
深
い
感
動
を
覚
え
ま
す
。

一
昨
年
、
本
誌
二
十
七
号
で

牧

勝

事リ

島

「創
立
百
周
年
記
念
特
集

訓
・校
歌
を
考
え
る
」を
二
頁
に

わ
た

っ
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、

」
こ
で
は
、
校
歌
の
三
番
に
あ

る
「事
を
敬
う

習
を
鍛
え
」
に

注
目
し
て
、
と
も
に
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。4砂

「事
を
敬
う

習
を
鍛
え
」
の

前
に
は
「
い
ざ
や
芙
蓉
の

を
秘
め
て
」と
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
芙
蓉
は、
蓮
の

美
称
で
す
。
蓮
の
つ
ぼ
み
は
、
そ

れ
ま
で
蓄
え
て
き
た
力
を
吐
き

出
す
よ
う
に
、
ポ
ン
と

一
気
に

聞
き
ま
す
。

「事
を
敬
う

習
を
鍛
‘
ぇ
」と

文星芸大附now!~ 
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は
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組

む
ラ
イ
オ
ン
主
義
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
す
。
蓮
の
つ
ぼ
み
が

開
花
の
力
を
蓄
え
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
は
本
校
に
お
い
て
ラ
イ

オ
ン
主
義
を
体
得
し、
そ
の
力

校

を
も

っ
て「
産
業
場
裡
を

に
拓
く
」
の
で
す
。

場
裡
と
は、
あ
ま
り
使
わ
れ

な
い
言
葉
で
す
が
、
広
辞
苑
に

は
「
そ
の
事
が
行
わ
れ
る
範
囲

内
」
と
あ
り
ま
す
。
場
裡
と
は
エ

リ
ア
の
こ
と
で
、
産
業
場
裡
は

産
業
界
と
で
も
い
え
ま
し
ょ
う

か

力

」こ
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
主
義

を
も

っ
て
「将
来
、産
業
界
に
新

風
を
巻
き
起
こ
す
」
と
高
ら
か

に
調
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
「雄

飛
誓
わ
ん

我
等
の
覚
悟
」
と

実
に
壮
大
な
呼
び
か
け
で
結
ば

れ
て
い
ま
す
。

• 
皆
さ
ん
は
、
朝
に
「校
訓
」
を

唱
和
し
、タ
に
「
ラ
イ
オ
ン
主
義」

を
唱
和
し
ま
す
。
こ
こ
に
込
め

ら
れ
て
い

る
「
三
敬
精
神
」
は
、

ま
さ
に
「文
星
の
心
」
で
あ
り
、

生
涯
に
わ
た

っ
て
皆
さ
ん
を
支

え
る
「杖
こ
と
ば
」
に
な
る
で
し

ト晶、司
ノ。

新

蓮の花 (栃木市 ・つがの里にて)
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<高校 夏季特活の過ごし方>
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中
学
校
行
事
予
定

マ
七

月

叩
巳
制

第

一
学
期
終
業
式

n
B
川

W3
目
白
川W

サ
マ

1
キ
ャ
ン
プ

(
一
年・
尾
瀬
)

辺
日
切
3
お
日
制

福
祉
体
験

(三
年
・
ケ
ア
プ
ラ
ザ
而
今
)

マ
八

月

9
B
術、，
n
B
m
英
語
研
修

(
二
年
・ア
リ
テ
ィ
り
シ
ユ
ヒ
ル
ズ
)

ゆ
日
街

全

校
登
校
日

け
臼

ω
一
自
体
験
学
習

初
臼
川wi
mμ
臼
同
職
場
体
験
(
二
年
)

お
日
制

第
二
学
期
始
業
式

マ
九

月

ω白
川
wi
m日
制
修
学
旅
行
(一二
年
)

高
校
行
事
予
定

マ
七

月

四
国
制

第

一
学
期
終
業
式

計
日

ω
野
球
応
援
二

年
)

(高
校
野
球
準
決
勝
)

鵠

um
野
球
応
援
(
二
・三
年
)

(
高
校
野
球
決
勝
)

ぬ
B
ω

甲
子
園
出
場
時
全
校
登
校
B

マ
八

月

9
日
制
全
校
登
校
日

mBω

一
白
体
験
学
習

(
字
河
地
区
以
外
)

什
日
間

一
日
体
験
学
習

(字
河
地
区
)

初
日
附

第
二
学
期
始
業
式

マ
九

月

3
日

ω
校
内
漢
字
テ
ス
ト

何日日

ω
i
m日
制

修
学
旅
行
(
二
年
)
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生徒指導副部長

伊藤均

文星芸大附 now!

夏
季
特
活
期
間
に
入
る
と
、

友
人
と
外
出
し
た
り
自
宅
内
で

ゲ
l
ム
を
や
っ
た
り
携
帯
電
話

を
使
う
時
聞
が
増
え
る
な
ど
大

人
の
見
て
い
な
い
自
分
だ
け
の

時
間
が
出
来
る
。
休
み
で
あ
る

解
放
感
や
少
し
大
人
に
な
っ
た

心
が
、
行
き
過
ぎ
た
行
為
に
至

り
、
考
え
付
か
な
い
位
の
問
題

行
動
に
発
展
し
て
し
ま
う
事
が

あ
る
。

そ
こ
で
、
何
か

一
つ
行
う
時

に
、
様
々
な
事
を
深
く
考
え
て

か
ら
行
動
す
る
事
を
願
い
た
い
。

携
帯
電
話
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
交

通
事
故
な
ど
を
起
こ
し
て
し
ま

い
、
不
安
を
抱
え
た
日
々
を
過

ご
し
て
い
た
り
、

一
生
を
棒
に

振
る
様
な
大
き
な
事
に
発
展
し

た
例
を
見
た
事
が
何
度
も
あ
る
。

も
う
君
達
は
、
子
供
で
は
無

く
大
人
に
一
歩
踏
み
入
れ
て
い

る
社
会
人
の

一
員
と
な
っ
て
き

て
い
る
は
ず
だ
。
自
分
の
行
動

を
客
観
的
に
見
つ
め
正
し
い
判

断
を
下
す
こ
と
を
望
む
。
そ
し

平成25年 7月19日

て
自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
、

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
意
義
の
あ

る
夏
に
す
る
事
を
期
待
す
る
。

特
活
期
間
を
前
に
し
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
気
分
で
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
留
意
す
る
べ

き
事
を
二
点
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

①
一

日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー

ル
と
、
特
活
期
間
全
体
の
ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
を
立
て
る

注
意
点
は
、
「詰
め
込
み
す
ぎ

な
い
」
こ
と
。
最
低
限
や
る
べ
き

こ
と
を
考
え
て
、
や
や
低
い
ハ

ー
ド
ル
を
最
初
か
ら
設
定
し
て

お
け
ば
、
必
ず
そ
れ
以
上
は
勉

強
で
き
る
は
ず
で
す
。
無
理
に

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
書
を
読

み
直
し
た
り
、
問
題
を
解
き
直

し
た
り
す
る
な
ど
、
第

一
学
期

の
復
習
に
時
間
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
。

②
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
心

掛
け
る

起
床
・
就
寝
、
食
事
な
ど
の
生

活
の
基
本
と
な
る
時
間
は
、
学

校
が
あ
る
と
き
と
同
じ
に
な
る

よ
う
に
、
特
に
午
前
中
は
必
ず

勉
強
に
あ
て
る
こ
と
。
ま
た
、
毎

日
の
学
習
は
決
ま
っ
た
時
刻
に

始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。自

宅
で
は
学
習
に
集
中
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
図
書
館

や
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
学
習

室
を
利
用
す
る
の
が
よ
い
で
し

ょ、っ
。

ラ
イ
バ
ル
は
あ
な
た
以
上
に

学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
生
活

リ
ズ
ム
を
崩
し
た
り
、
宿
題
を

後
回
し
に
し
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
有
意

義
な
特
活
期
間
を
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
。

就職指導部長

湊谷浩司

近
年
は
、
就
職
希
望
者
に
と

っ
て
強
い
逆
風
が
吹
き
、
本
校

に
お
い
て
も
厳
し
い
就
職
指
導

が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

風
も
少
し
ず
つ
な
が
ら
弱
ま
り

の
兆
候
を
見
せ
つ
つ
あ
り
、
七

月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
求
人
公

開
で
は
、
前
年
よ
り
も
多
少
な

が
ら
事
業
所
の
紹
介
が
増
え
、

生
徒
に
と

っ
て
は
選
択
肢
が
広

が
り
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て

求
人
倍
率
は
高
く
、
内
定
を
得

る
ま
で
の
道
の
り
は
困
難
で
あ

り
事
業
所
の
買
い
手
市
場
は
間

違
い
な
い
。
よ
っ
て
今
年
も
選

考
基
準
は
高
く
、
よ
り
高
度
な

資
質
を
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

就
職
試
験
ま
で
残
さ
れ
た
期

聞
は
約
二
ヶ
月
を
切
っ
て
き
た

が
、
こ
の
夏
季
特
活
期
間
の
過

ご
し
方
次
第
に
よ
っ
て
は
人
物

的
に
も
学
力
的
に
も
大
き
く
成

長
し
、
個
の
力
を
伸
ば
せ
る
時

期
で
あ
る
。
今
年
の
三
年
生
諸

君
も
自
己
覚
醒
に
努
め
、
大
い

に
成
長
し
、
九
月
か
ら
始
ま
る

就
職
試
験
に
自
信
を
持
っ
て
臨

み
、
第

一
志
望
先
か
ら
内
定
を

得
て
も
ら
い
た
い
。

六
月
七
日
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
創
立
記
念
式
典
お

よ
び
新
入
生
歓
迎
体
育
大
会
が

行
わ
れ
た
。
式
典
で
は
理
事
長

よ
り
式
辞
を
頂
き
、
引
き
続
き

実
施
さ
れ
た
体
育
大
会
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

二
種
目
が
行
わ
れ
た
。
雨
が
心

配
さ
れ
て
い
た
が
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
「優
勝
」
と
い

う
目
標
に
向
か
い
力
を
尽
く
し

た
経
験
は
ク
ラ
ス
の
団
結
力
、

生
徒
同
士
の
友
情
を
よ
り
強
い

も
の
に
し
た
に
違
い
な
い
。

六
月
十
一
日
、
普
通
科
総
合

コ
l
ス
と
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
の

大
学
進
学
希
望
の
三
年
生
が、

帝
京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン
パ

ス

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
カ
レ
ッ

ジ
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
様
々
な
学
部
・学
科

の
授
業
を
体
験
で
き
る
こ
と
か

ら
、
生
徒
た
ち
は
レ
ベ
ル
の
高

い
講
義
や
実
習
に
参
加
し
、
進

学
に
向
け
て
の
意
識
を

一
層
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

P

さ
史
以

普
通
科
総
合
コ
l
ス

《
ス
ポ
ー
ツ
》

六
月
二
十

一
日、
二
・三
年
生

ス
ポ
ー
ツ
選
択
者
を
対
象
に
、

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
実
習
を

玄
武
館
・剣
道
場
に
て
行
い
ま

し
た
。
講
師
と
し
て
福
島
医
療

専
門
学
校
の
先
生
を
お
迎
え
し

て
、
イ
ン
ナ
l
マ
ッ
ス
ル
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
リ
ズ
ム
に
乗
り
な
が
ら
簡

単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し

た
。
ハ
ー
ド
な
動
き
も
あ
り
ま

し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
楽
し
く

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

大

果

A、
;z:;; 

結

ニ
種
目
総
合

{優

勝

}一
年

二
年

三
年

{準
優
勝
}一

年
九
・十
組

(普
総
・美
デ
)

七
組
(普
総
)

五
組
(普
総
)

人
組
(普
総
)

九
組
(普
総
)

一
組
(英
進
)

二
年

三
年

位
}一

年
二
年

三
年

五
組
(普
総
)

六
組
(普
総
)

七
組
(普
総
)

総
合
体
験

《総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
三
年
生
》

六
月
十
四
日
、
芳
賀
町
総
合

情
報
館
に
て
地
域
文
化
と
芸
術

の
融
合
特
別
秀
作
展
「震
災
と

芸
術
」を
見
学
し
ま
し
た
。
文
星

芸
大
・短
大
の
地
域
連
携
事
業

で
あ
り
造
形
・
絵
画
・
詩
な
ど
震

災
を
テ
l
マ
に
制
作
さ
れ
た
様
々

な
作
品
に
生
徒
は
真
剣
な
面
持

ち
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
短
大
が
「道
の
駅
は
が
」
に

提
供
す
る
地
産
地
消
レ
シ
ピ
に

よ
る

一
日
三
十
食
限
定
弁
当
を

食
べ
ま
し
た
。
地
域
社
会
と
の

連
携
を
深
め
、
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
貴
重
な

一
日
で
し
た
。
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七
月
末
か
ら
開
催
さ
れ
る
高

校
総
体
「
2
0
1
3
未
来
を
つ

な
ぐ
北
部
九
州
総
体
」
の
県
予

選
会
(
以
下
I
H
予
選
)
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
結
果
等

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

※
(
英
)
H
英
進
科
、
(
普
)
H
普
通
科
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

8
年
ぶ
り
優
勝
全
国
へ
日

六
月
二
十
三
日
(
日
)
に
行
わ

れ
た

I
H
予
選
決
勝
戦
。
本
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
作
新

学
院
と
対
戦
し
た
。

試
合
は
序
盤
か
ら

一
進

一
退

の
攻
防
が
続
い
た
が
、
第

3
ク

オ
ー
ダ
ー
で
本
校
が
作
新
を
引

き
離
し
、
最
後
ま
で
そ
の
リ
ー

ド
を
守
り
抜
き
、

8
年
ぶ
り
の

本
選
出
場
を
決
め
た
。
本
選
は

七
月
二
十
八
日
(
日
)
か
ら
大
分

県
で
開
催
さ
れ
る
。

号

柔

道

部

贋
津
選
手
優
勝
目

団
体
3
位
入
賞

六
月
十
六
日
(
日
)
に
行
わ
れ

た、

I
H
予
選
個
人
の
部
。
卯
均

超
級
決
勝
戦
で
唐
津
甲
如
選
手

(普
三
年
)
が
新
井
選
手
(
園
皐

院
栃
木
)
を
下
し
、
八
月
七
日
(
水
)

か
ら
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
本

選
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
ま
た
、

回
同
級
で
小
池
亘
選
手
(
普
三

36 (3 )第

年
)
が
準
優
勝
、

ω均
級
で
菊
地

璃
久
選
手
、
聞
い
時
超
級
で
小
宮

峻
選
手
(
い
ず
れ
も
普
三
年
)
が

3
位
に
入
賞
。
団
体
も
3
位
入

賞
を
果
た
し
た
。

卓

球

部

迫
田
選
手
個
人
3
位
入
賞
し

全
国
大
会
出
場
!

六
月
七
日
(
金
)
か
ら
九
日
(日
)

に
行
わ
れ
た

I
H
予
選
に
本
校

卓
球
部
が
出
場
。
個
人
の
部
で

迫
田
樹
選
手
(
普
三
年
)
が
準
決

勝
で
今
大
会
の
覇
者
鷲
見
選
手

(
作
新
学
院
)
に
敗
れ
る
も
3
位

に
入
賞
し
、
七
月
二
十
八
日
(
日
)

か
ら
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
本

選
出
場
を
決
め
た
。

ま
た
、
ダ
ブ
ル
ス
の
鈴
木
匠

(普
三
年
)
・
井
坂
真
登
(
普
二
年
)

組
が
団
体
と
と
も
に
ベ
ス
ト
4

と
な
っ
た
。

テ

ニ

ス

部

団
体
・
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝

五
月
二
十
五
日
(
土
)
、

二
十

七
日
(
月
)
、
六
月

一
日
(
土
)
に

行
わ
れ
た

I
H
予
選
に
、
本
校

テ
ニ
ス
部
が
出
場
。
団
体
戦
決

勝
で
強
豪
足
工
大
附
と
全
国
出

場
を
争
う
が
、
惜
し
く
も
準
優

勝
と
な
っ
た
。
ま
た
ダ
ブ
ル
ス

決
勝
戦
で
山
口
優
紀
・柿
沼
拓

実
(
並
旦
二
年
)
組
が
油
布
・和
田

組
(
足
工
大
附
)
に
敗
れ
、
本
選

出
場
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
校
テ
ニ
ス
部
は
七

月
二
十
日
(
土
)
か
ら
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
る
第
町
田
関
東
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
出
場

を
決
め
て
い
る
。

剣

道

部

団
体
3
位
入
賞

六
月
十
七
日
(
月
)
、
十
八
日

(
火
)
に
行
わ
れ
た
I
H
予
選
に
、

本
校
剣
道
部
が
出
場
。
団
体
戦

準
決
勝
で
今
大
会
の
覇
者
佐
野

日
大
に
敗
退
し
、

3
位
入
賞
と

な
っ
た
。

将

棋

部

黒
川
君
無
念
の
準
優
勝

菊
地
君
3
位
入
賞

七
月
十
三
日
(
土
)
、
十
四
日

(
日
)
に
行
わ
れ
た
第
初
回
全
国

高
校
将
棋
竜
王
戦
県
大
会
決
勝

戦
に
て
、
本
校
の
黒
川
海
斗
君

(英
二
年
)
が
、
中
里
君
(
宇
北
高
)

と
対
戦
。
惜
し
く
も
準
優
勝
と

な
り
、
全
国
出
場
は
果
た
せ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
準
決
勝
で
本
校

の
菊
地
優
志
君
(
英
三
年
)
が
中

里
君
に
敗
れ
3
位
入
賞
と
な
る

も
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で

追
い
詰
め
る
接
戦
を
見
せ
た
。

珠

算

部

団
体
無
念
の
準
優
勝

六
月

一
日
(
土
)
に
開
催
さ
れ

た
第

ω回
全
国
高
校
珠
算
電
卓

競
技
大
会
県
予
選
会
電
卓
部
門

団
体
の
部
決
勝
、
本
校
珠
算
部

は
強
豪
宇
商
高
と
対
戦
し
た
。

奇
し
く
も
昨
年
と
同
メ
ン
バ

ー
で
臨
ん
だ
珠
算
部
の
面
々
(
全

員
三
年
生
)
は
、
雪
辱
を
果
た
す

べ
く
厳
し
い
合
宿
の
成
果
を
発

揮
。
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
っ

た
が
、
完
全
燃
焼
で
三
年
間
の

部
活
動
を
締
め
く
く
っ
た
。

《
関
東
大
会
の
主
芯
結
果
》

回
什
附
〕

第
臼
回
関
東
高
等
学
校
卓
球
大
会

(

団

体

)

ベ

ス

ト

8

(
シ
ン
グ
ル
ス
)

迫

田

樹

1
回
戦
敗
退

問
門
国
U

第
臼
回
関
東
高
等
学
校
柔
道
大
会

(

団

体

)

ベ

ス

ト

日

囚
凶
川
川
川
附
川
凶

平
成
お
年
度
関
東
高
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

2
回
戦
進
出

日
刊
円
凶

平
成
お
年
度

関
東
高
校
テ
ニ
ス
大
会

(
団
体
)

1

回
戦
敗
退

(
ダ
ブ
ル
ス
)

山
口

優
紀
・
柿
沼
拓
実
組

-
回
戦
敗
退

(
シ
ン
グ
ル
ス
)

山
口
優
紀

同
門
国
〕

第

ω回
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会

(
団
体
)
予
選
リ
l
グ
敗
退

(
個
人
)

田

中

浩

平

-
回
戦
敗
退

-
回
戦
敗
退

激
関
口
甲
子
園
県
予
選

第
何
回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
栃
木
大
会
が
七
月
十
三
日
に

開
幕
し
ま
し
た
。
県
内
の
強
豪

校
と
の
激
闘
を
ぜ
ひ
球
場
で
観

戦
し
よ
う
!

《一

年
生
応
援
日
V

準

決

勝

七

月
二
十
七
日
(士
)

9
時
試
合
開
始

《二

・三
年
生
応
援

H
V

決

勝

戦

七

月
二
十
八
日
(
日
)

日
時
試
合
開
始

(
2
試
合
と
も
県
営
球
場
に
て
開
催
)

高
校
国
際
弁
論
大
会

最
優
秀
賞
!

六
月
十
四
日
(
金
)
、
栃
木
県

立
博
物
館
講
堂
に
て
「第
お
回

国
際
理
解
英
語
弁
論
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
本
校
の
高
橋
英
統

君
(
英
二
年
)
が
見
事
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。

高
橋
君
は
昨
年
度
の
同
大
会

で
は
第
4
位
に
相
当
す
る
努
力

賞
を
受
賞
、
今
大
会
で
昨
年
の

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
。
「ア
フ

リ
カ
の
可
能
性
」
と
い
う
題
で

感
情
豊
か
に
ス
ピ
ー
チ
し
た
高

橋
君
は
、
そ
の
発
音
の
正
確
さ

や
論
旨
の
適
切
さ
が
評
価
さ
れ

た
。さ

ら
に
高
橋
君
は
県
の
代
表

と
し
て
関
東
大
会
で

4
位
入
賞

を
果
た
し
た
。

寵
試
験
取
得
状
況
(
者
撞

第
間
回
日
商
簿
記
検
定

{三

級
}

紙

本

有

康

吉

成

敦

第
凶
回
全
商
電
卓
検
定

{
一

級

}

加

藤

倫

平

{ビ
ジ
ネ
ス
計
算
部
門
二
級】

安

達

佳

宏

遠

藤

岬

表

谷

周

太

郎

高

橋

楓

哉

竹

村

拓

馬

成

瀬

裕

介

松

山

光

彦

石

川

亮

太

上

津

玲

良

長

本

隼

典

菊

田

誉

第
花
回
全
商
簿
記
検
定

{原
価
計
算

一
級
}

栃

木

哉

輝

第
錫
回
全
商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定

一二

級
}

津

田

清

樹

塩

沢

誠

棲

井

彦

睡

遠

藤

岬

大

方

海

{文
書
部
門
二
級
】

小

池

佑

斗

福

田

蓬
田
巧
巳

{
速
度
部
門
二
級
】

栃

木

哉

輝

永

田

藤

津

郁

{三

級
}

生
沼

斎

藤

俊

佑

石

川

磯
部
涼
太
朗
薄
井

大
久
保
賢
人
落
合

鬼

津

悠

介

菊

田

菊

地

涼

太

坂

永

諏

訪

直

人

前

田

横

松

辰

哉

吉

沢

{速
度
部
門
三
級
}

山

口

有

都

岩

本

上

津

玲

良

江

連

長

本

隼

典

君

島

鈴

木

健

人

中

塚

三
輪

住

佑

森

島

山

崎

涼

平

晶
平

貴
規

良偉空 海亮賢
太央嶺誉稜斗太人

尚敦和和
樹 弥樹也也



号 (4)

夏
期
特
別
教
育
活
動

期
間
中
の
過
ご
し
方

中

学

校

36 第

生徒指導部長

山 本 誠 一

文星芸大附 now!

夏
季
特
別
教
育
活
動
期
間
(
夏

休
み
)
は、
三
十
九
日
間
に
渡
る

長
い
休
み
で
す
が
過
ご
し
方
ひ

と
つ
で
、
楽
し
い
夏
休
み
に
な

っ
た
り
、
つ
ま
ら
な
い
夏
休
み

に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
よ
り
良

い
夏
休
み
に
す
る
た
め
に
自
主

的
に
計
画
を
立
案
し
、
成
果
が

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
諸
君
一

人
ひ
と
り
が
、
第
二

学
期
始
業
式
に
全
員
無
事
に
元

気
で
登
校
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、私

か
ら
三
つ
の
留
意
点
を
述
べ
ま

す
の
で
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

一
つ
目
は
、
自
分
の
計
画
を

き
ち
ん
と
立
て
、
計
画
表
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。
最
優
先
す

る
学
校
行
事
を
把
握
し
、
そ
れ

か
ら
家
族
旅
行
の
予
定
、
学
習

計
画
な
ど
を
立
て
る
こ
と
が
良

平成25年 7月19日

い
で
し
ょ
う
。特
に
、
課
題
は
早

め
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

二
つ
目
は
、
問
題
行
動
や
事

件・
事
故
(水
難
事
故
・交
通
事

故
)
な
ど
に
遭
わ
な
い
、
巻
き
込

ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

夏
休
み
は
様
々
な
誘
惑
に
陥
り

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

軽
率
な
行
動
を
慎
み
、
本
校
の

生
徒
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て

行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
携
帯
電
話
等
の
ト
ラ
ブ

ル
も
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま

す
。
夏
休
み
中
は
開
放
的
に
な

り
が
ち
で
す
の
で
、
十
二
分
に

気
を
つ
け
て
使
用
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

三
つ
目
は
、
夏
休
み
の
長
い

期
間
、
学
校
か
ら
離
れ
て
家
庭

中
心
の
生
活
を
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
家
族
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
と

っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
外
出
を
す

る
際
に
は
、
必
ず
行
き
先
や
帰

宅
時
間
、
誰
と
行
く
の
か
な
ど

を
き
ち
ん
と
家
族
に
伝
え
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

こ
の
三
つ
の
こ
と
に
留
意
し、

有
意
義
な
夏
休
み
で
あ

っ
た
と

言
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

夏
休
み
を
通
し
て
二

回
り
大

き
く
、
た
く
ま
し
く
な

っ
た
生

徒
諸
君
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

ztt， 

E雪
~ 

六
月

一
日
(土
)
に
足
尾
町
に

出
向
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
、
植
樹
体
験
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。本
校
で
は
、

四
年
前
ま
で
、
年
に

一
回
行
っ

て
い
た
行
事
で
す
が
、
今
年
度

か
ら
再
開
し
ま
し
た
。今
回
は
、

「足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
」
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
全
学

年
で
行
い
ま
し
た
。

足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
の
方

か
ら
、
な
ぜ
足
尾
の
山
々
が
荒

廃
し
て
し
ま
っ
た
の
か
な
ど
、

足
尾
町
の
歴
史
の
話
な
ど
も
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
の
植
樹
体
験
で
は
、
急

な
斜
面
も
あ
り
、
大
変
な
場
所

で
の
植
樹
も
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
、
丁

寧
に
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
は
、
生
徒
た
ち

が
、
自
然
環
境
保
護
に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

越
金
一諮
問
ぬ
ぬ
γ

記念碑の前で

六
月
七
日
(土
)
本
校
の
創
立

記
念
日
に
、
社
会
科
見
学
で
会

津
に
あ
る
鶴
ヶ
城
と
日
新
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
会
津
地
方
は
、

N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「八
重
の
桜
」
の
舞

台
に
な
っ
て
お
り
、
福
島
復
興

の
目
玉
と
し
て
、
多
く
の
観
光

客
が
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

鶴
ヶ
城
は
、
戊
辰
戦
争
の
舞

台
と
な

っ
た
所
で
、
案
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

日
新
館
は
、
曾
津
藩
校
が
人

材
育
成
を
目
的
と
し
て
開
い
た

学
校
で
、
白
虎
隊
が
学
ん
で
い

た
学
び
舎
と
し
て
有
名
で
す
。

ま
た
、
「什
の
提
」が
有
名
で
、
「な

ら
ぬ
も
の
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う

名
言
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人

公
で
あ
る
、
山
本
八
重
は
女
性

が
茶
道
を
行
う
き
っ
か
け
を
作

っ
た
人
物
で
、
第

一
学
年
の
総

合
学
習
で
行

っ
て
い
る
授
業
と

も
関
わ
り
が
深
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。

今
回
の
社
会
科
見
学
で
は
、

日
本
の
歴
史
を
学
ぶ
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

生
徒
の
感
想

二

年

ニ

組

東

盛

竜

弥

会
津
藩
の
城
で
あ
る
、
鶴
ケ

城
の
城
壁
に
は
、
昔
の
人
々
が

岩
を
切
り
出
し
、
積
み
重
ね
て

作
っ
た
跡
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

こ
の
城
壁
を
見
る
と
、
そ
の
技

術
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
今

も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
は
、

と
て
も
貴
重
だ
な
と
思
っ
た
。

鶴
ヶ
城
に
深
い
関
わ
り
を
持

つ
、
今
話
題
の
新
島
八
重
は
、
父

親
と
弟
を
亡
く
し
た
上
に
、
兄

も
捕
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
、
生
ま
れ
育
っ
た
会
津
の
地

ま
で
追
わ
れ
て
し
ま
っ
た
人
だ
。

そ
れ
で
も
、
英
語
や
キ
リ
ス
ト

教
、茶
道
や
看
護
を
学
び
、
何
事

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
だ

っ
た
こ
と
を
知

っ
た
。
僕
も
見

習
い
た
い
と
思

っ
た
。

ま
た
、
鶴
ヶ
城
の
後
に
訪
れ

た
日
新
館
で
は
、
か
つ
て
そ
こ

で
学
ん
で
い
た
と
い
う
白
虎
隊

か
ら
も
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

僕
は
、
常
々
怠
け
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
度
に
後
悔

す
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
白
虎
隊
の

少
年
達
は
「
什
の
提
」
を
守
り、

何
事
に
も

一
生
懸
命
努
力
し
て

い
た
。
こ
れ
か
ら
は
、僕
も
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
心
掛
け
て
い
け

る
と
良
い
と
思
っ
た
。

Y
M
C
A
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ス
ク
ー
ル
と
ち
ぎ
宇
都
宮
校
の

留
学
生
(十
三
名
)
を
七
月
三
日

(水
)
の
三
時
間
目
か
ら
お
昼
の

時
間
ま
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

留
学
生
は
、
三
年
生
と
二
年
生

の
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
二
緒

に
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
体
育
の
授
業
と

道
徳
の
授
業
を

一
緒
に
行
い
ま

し
た
。体
育
の
授
業
で
は
、
男
子

が
サ

ッ
カ
ー
、
女
子
が
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
道
徳

の
授
業
で
は
、
国
際
理
解
と
い

う
こ
と
で
、
文
化
の
違
い
な
ど

を
英
語
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

二
年
生
は、
美
術
の
授
業
で
似

顔
絵
の
作
製
、
音
楽
の
授
業
で

器
楽
の
演
奏
、
家
庭
科
で
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
l
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

普
段
接
す
る
こ
と
の
な
い
同

年
代
の
外
国
人
た
ち
と
生
の
会

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な

り
ま
し
た
。

J¥ーソナル力ラーを
見つけました !
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六
月
十
五
日
(
土
)
に
、
本
校

創
立
以
来
初
の
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
に
も
体

育
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
雨
の
た
め
球
技
大
会
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
回
初

め
て
外
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

種
目
は
、大
縄
跳
び
、
障
害
物

競
争
、
綱
引
き
、
一
か
八
か
走
、

玉
入
れ
、
選
抜
リ
レ
I
の
計
六

種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学

年
が
紅
白
に
分
か
れ
競
技
を
実

施
し
、
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

P
T
A
の
参
加
種
目
も
あ
り
、

生
徒
た
ち
に
交
じ
っ
て
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

白
組

三
年
一
組

二
年
二
組

一
年
二
組

三
年
二
組

二
年

一
組

一
年

一
組

準
優
勝

紅
組

号36 

ス
ロ
ー
ガ
ン
最
優
秀
賞

『駆
け
抜
け
ろ

勝
利
と
い
う
名
の

ゴ
l
ル
ラ
イ
ン
』

一
年
一
組
佐
藤
拓
真

(5 )第

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク

最
優
秀
賞

_.----

広議R

{
生
徒
の
感
想
}

一
年

一
組

片

桐

恒

輝

六
月
十
五
日
(
土
)
に
体
育
祭

を
行
っ
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
大

網
、
障
害
走
、

一
か
八
か
走
、
綱

引
き
、
選
抜
リ
レ
ー
と
い
っ
た

七
つ
の
種
目
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
中
で
僕
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
種
目
を

一
つ
書
き
ま
す
。

僕
が
最
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
大
縄
で
す
。
体
育
祭
の

当
日
ま
で
、
朝
早
く
か
ら
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
で
大
縄
の
練
習
を

一
生
懸
命
ゃ
っ
た
。
ど
う
し
た

ら
つ
ま
ず
か
ず
に
飛
べ
る
の
だ

二年二組

渡辺貴瑛

ろ
う
と
、
み
ん
な
で
考
え
た
時

や
回
し
方
が
悪
い
と
ケ
ン
カ
に

な
っ
た
時
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
当

日
を
迎
え
た
。
僕
は
大
丈
夫
か

な
と
不
安
だ
っ
た
。
し
か
し
、
心

配
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
み

ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
り
、

絶
対
に
飛
ん
で
や
る
と
い
う
オ

l
ラ
が
出
て
い
た
。結
果
は
、
練

習
で
は
十
回
も
飛
べ
な
か
っ

た

全
体
飛
び
で
十
七
回
も
飛
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
八
の
字
飛
び
は

あ
ま
り
飛
べ
な
か
っ
た
が
、
み

ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ

て
、
頑
張
っ
て
い
た
と
思
う
。
こ

の
よ
う
な
気
持
ち
を
今
後
活
か

し
て
い
き
た
い
。

最終得点結果

県
大
会
出
場
お
め
で
と
う

特
殊
運
動
部
(水
泳
)
二
名
が
、

春
季
県
大
会
に
出
場
し
て
き
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

百回 百 lー
-ー・ lー

= ニ 河川一 二 |年
Z 百 四I~ 百 |男
士 メ 円子|ナ メ|子
五 1情 |ー I1平
岨ト晴|咽 ト3永
中 ル戸 |安 ル|ぎ

村 出 一一 達 第

一 一峻 明 瑛 五
輔 大 此

-i
遺
品
川
一
時
進
⑧

選手宣誓

先
日
テ
レ
ビ
で
出
産
の
シ

ー
ン
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
。
無
事
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
、
と
て
も
感
動
的
な
シ

ー
ン
だ
っ
た
が
、
次
の
瞬
間

状
況
が
一
転
し
た
。
母
親
が

出
産
数
時
間
後
に
「
急
性
妊

娠
脂
肪
肝
」
と
い
う
病
気
で
、

意
識
不
明
に
な
り
、
数
日
後

再
び
目
を
覚
ま
す
こ
と
は
な

く
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
だ
っ
た
。
意
識
が
な
い
状

態
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お
母

さ
ん
の
お
っ
ぱ
い
を

一
生
懸

命
吸
っ
て
い
る
映
像
な
ど
も

あ
り
、
あ
ま
り
に
も
衝
撃
的

な
結
末
に
涙
が
溢
れ
て
、
胸

白熱した選抜リレー

宇
河
地
区
総
体
始
ま
る

七
月
二
十
日
(
土
)
か
ら
、
宇

河
地
区
総
合
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
三
年
生
に
と
っ
て

は
、
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
す

の
で
、

三
年
間
の
集
大
成
と
し

て
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

で
も
、応
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
演
劇
部
は
、
七
月
二
十

六
日
(
金
)
か
ら
、
宇
都
宮
市
中

学
校
演
劇
研
究
発
表
会
に
参
加

し
ま
す
。

部活動総体白程(7月fl
120日 121日 122日|場

o 1 101県休育館

0 1010 1屋板・総合グランド

o 10 101清原体育館・トレセン

o I I Iトレセン

10 I I総合グランドプール

河肉体育館

所種

剣道

ソフトテニス

卓球

バスケットボール

水泳

パトミントン 10 
※演劇部は、宇都宮市文化会館

「
両
親
刊
の
感
謝
い「

;
七
?ー
村
4

h

寿
・i
宇

¥
{
保
健
体
清
科
w
J

が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

私
は
数
日
後
に
出
産
を
控
え

て
い
た
た
め
、
怖
く
な
り
正
直

見
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ

た
が
、
改
め
て
出
産
と
い
う
の

は
、
赤
ち
ゃ
ん
も
母
親
も
命
が

け
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し、

そ
れ
と
同
時
に
自
分
を
生
ん
で

く
れ
た
母
親
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

実
際
に
日
本
で
は
二
万
人
に

一
人
、
世
界
的
に
み
る
と
二
百

五
十
人
に

一
人
と
い
う
確
率
で

出
産
時
に
母
親
が
命
を
お
と
し

て
い
る
と
い
う
。
数
だ
け
で
見

れ
ば
、
日
本
は
そ
れ
ほ
ど
多
い

数
字
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
「母
子
共
に
健
康
で
あ

る
」
と
い
う
の
が
当
た
り
前
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
た
。
私
も
そ
の
後
出
産
を
迎

え
た
が
、
確
か
に
出
産
は
命
が

け
だ

っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我

が
子
の
顔
を
見
た
瞬
間
に
自

然
と
一棋
が
溢
れ
た
。

退
院
の
日
。
そ
の
日
は
、
偶

然
に
も
私
の
誕
生
目
だ
っ
た
。

母
が
命
を
か
け
て
私
を
生
ん

で
く
れ
た
日
だ
と
思
う
と
、
自

分
だ
け
の
命
で
は
な
い
気
が

し
た
。
母
に
「生
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」と

一
番
に
伝
え

た
。今
年
の
誕
生
日
は
今
ま
で

以
上
に
両
親
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
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